
直江津地区中学校区人権教育総合推進会議 

同和問題（部落差別問題）は、今も身近な課題です 

 

同和問題（部落差別問題）とは、

同和地区、被差別部落などと呼ば

れる特定の地域出身であること

や、そこに住んでいることを理由

に差別を受けるという日本にだ

けある人権問題です。結婚を妨害

されたり、就職の機会を奪われた

りするなど早急に解決しなけれ

ばならない重大な人権侵害が今

もなお起きています。 
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部落差別をなくすために 

○ 部落差別問題について関心をもち、正しく理解しましょう。 

○ 部落差別をはじめとする差別の問題は、差別する側の人の問題です。

差別をする人がいなくなれば、差別はなくなります。 

○ すべての人の人権が尊重される社会の実現のために、私たち一人一

人ができることを考え、行動に移していくことが大切です。 

丸岡さんは、堂々と自分の

「ふるさと」を語れる人間になっ

てほしいという願いを込めて

『ふるさと』をよみました。 


